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1. はじめに 

コミュニケーションとは、自身の持つ知識を開示

し、更なる知識を獲得する場である。近年では、携

帯電話やパソコンをコミュニケーションツールとし

て利用することが増え、機器と対話することを実現

する対話システムが提供されている。その筆頭とし

て Apple 社の Siri や NTT ドコモのしゃべってコン

シェルがあげられる。これらのシステムの機能は機

器操作や簡単な会話に限られており、話し相手にな

る対話システムの実現には、雑談対話を可能にする

機能が求められる。本稿では、雑談対話を可能にす

るための要件を、継続性のある対話を行うこと、対

話の中で新しい話題を展開することと考えた。対話

システムにおいて理想のコミュニケーションを実現

するためには、発言からユーザの意図を正しく理解

し、ユーザの様々な要求に応じることが必要とされ

ているが、既存の研究ではそれらが実現できている

とは言い難い。2008 年に原田らによって開発され

た EVE[1]は、対話に必要な知識と推論ルールを自

然言語のみで記述し、類推によって応答を生成する。

EVE の問題点は、知識ベースが小さく、限定された

応答生成であることである。さらに原田らは、話し

手の意図を理解することで話し手が受け手に何を求

めているのかを理解し、ユーザを支援する行為を実

行することでユーザの役に立つ対話応答システム

Hermes[2] を構築している。しかし、Hermes は雑

談対話を行えないという問題点を持つ。 

そこで本研究では、話し手の意図を理解すること

ができる Hermes において雑談対話に必要な知識ベ

ースとして Twitter を活用することで継続性のある

対話の実現を目指す。 
 

2. 対話応答システム Hermes 

対話応答システム Hermes は、発話文からユーザ

の意図を理解する意図理解エンジンと、これに応じ

た行為を PC などで実行する行為実行エンジンから

なるシステムである。Hermes は原田研究室の意味

解析システム SAGE[3]を用いて、発話文の意味解析

を行い、主述語が主観的認識や発言態度を表すモダ

リティ[4]を含む場合は意図を「質問」「要求」

「禁止」「叙述」「表明」のいずれかに分類する。

主述語にモダリティが含まれない場合は、語意によ

って意図を「挨拶」「肯定」「否定」「その他」に

分類する。9 つの意図ごとに Hermes が実行できる

行為を結びつけることで、ユーザの意図に応じた行

為の実行を可能にする。 

 

3. Hermesによる雑談対話実現のアプローチ 

3.1. 雑談対話の定義 

雑談対話とは、情報交換や会話を楽しむ行為であ

るとされ、主題がなければ成立しない相互行為であ

る。Hermes において意図「表明」と「その他」に

分類される発話はなんらかの意見を示しているが、

従来の Hermes では簡単な確認返答を返すのみであ

った。本研究では雑談対話を意図「表明」と「その

他」に対する応答として実装する。 

我々は、対話システムの理想である“話し相手”

になるための要件として次の 3 点を挙げる：(1)対

話の継続性,(2)主題の展開（主題の移り変わ

り）,(3)新しい知識が得られる。 

話し相手になる対話を行うためには、システムが

ユーザに発話を誘導するための応答をすることが重

要になる。そのため、ユーザが予期していない新し

い話題[5]や、知識を応答に導入することで、ユー

ザに更なる発話を促し、継続性を持った対話が行え

ると考えた。 

3.2. Twitter による継続性を持つ対話の実現 

EVE においての問題点を踏まえ、ユーザが多様な

話題について知識や考えを自由に投稿したり、他ユ

ーザに返信(リプライ)を行ったりしている Twitter

に着目し、対話知識ベースとして採用した。ユーザ

の発話に含まれるキーワードを用いてツイート検索

を行い、発話文とツイートの話題が似ているかどう

かを判定することで対話の継続性を満足させた。ま

た、検索したツイートへのリプライも抽出候補に入

れることで、自然な応答になるよう考慮した。 

3.3. 話題展開を行うツイートの抽出 

検索したツイートが共起関係子の「は」や「が」

などを持つ場合、主題を持つと判定する。このとき、

ツイートの主題と発話文の主題を比較し異なった場

合のみ、主題展開が行われたと判断する。 

3.4. Twitter による新規知識の獲得 

新規知識の獲得とは応答文にユーザと異なった意

見を含むことでユーザに新たな見解を提示すること

を指す。ツイートと発話文の話題が同じであり、加
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えて逆接の深層格”reverse”を含んでいるものを、

同じ話題に対して異なる意見を持っていると判断す

る。 

 

4. Hermesにおける雑談対話の実装 

図１に示すようにユーザの発話から、応答文の候

補となるツイートを検索するためのキーワード抽出

を行う。キーワード抽出では、すべての名詞と動詞、

形容詞の語幹を用いる。これらのキーワードを用い

てツイート検索を行い、さらにそのリプライも抽出

する。得られたツイートとそのリプライについては、

そ れ ぞ れ TweetPoint=T × (N ＋ O) ＋ M ＋ R 、
ReplyPoint=T×(N＋O)＋M＋R＋S による評価値を与

え、それが最も高いものを応答文として選択する。

ここで各評価式の構成点は、以下の 5 つの条件によ

りその値が決定される。 

(1) 同じ主題での発話である(T:Topic) 
(2) 新しい主題を含む(N:NewTopic) 
(3) 異なる意見を持っている(O:OtherOpinion) 
(4) 特定のモダリティを含む(M:Modality) 
(5) リツイート（拡散）された数(R:Retweet) 
(2)の条件では、発話文の文節の共起関係子が格

助詞の「が」や「を」、副助詞の「は」であるとき、

評価値を加算する。(3)では、ツイートに発話文の

主題を含み、逆接の深層格を持つとき、評価値を加

算する。(4)の条件では、ユーザが Hermes を話し相

手として認識しやすくするために文章の信憑性が高

いと感じる条件のモダリティを含むときに評価値を

加算している。対象となる条件は、「完結相」のモ

ダリティを含む場合と、「未来」および「非完結相」

の 2つのモダリティを含む場合である。 

またリプライについては、条件(6)として文類似

度(S:Similarity)を追加する。これによりリプライ

がなされたツイートに対して意味解析システム

SAGE を使用し、ツイートの内容が意味的にユーザ

の発話文と似ているか（語の語意と語間の深層格の

類似度が高い）確かめる。類似度が高いものについ

ては、より発話文と類似した意見に対する返事であ

ると判定し評価値を加算する。 

 

 
図 1 応答文選定 

 

5. 雑談対話の継続事例 

実際に雑談対話を実装した Hermes と対話をした

結果を表 1 に示す。表 1 の結果では、発話内容によ

ってはツイートから得られた候補文を返すことで応

答を続けることが可能であった。応答文の候補の中

にはリプライの抽出は見られなかったが、ツイート

の検索のみでも結果が得られた。また、応答文の抽

出に Twitter を使用したことで、ユーザの発話内容

に対応して異なる応答文が提示されていることが確

認できる。 

表 1 雑談対話の継続事例 
ユーザ 毎日人身事故が起きているきがします 

Hermes 電車に飛び込む自殺は体感より多くないのか。毎日の

ように人身事故の情報見るからつらいなと思ってたけ

ど 

ユーザ 電車の遅延は多いですけどね 

Hermes 遅延しすぎだしめっちゃイライラしてきた。やっぱ田

舎の電車嫌い。 

ユーザ 都会の電車も遅延しますよ 

Hermes 電車来て 1 分後にまた電車来た(ﾟ-ﾟ)山手線すご。。都

会すご。。(田舎者) 

 

6. おわりに 

本稿では、対話応答システム Hermes において、

対話知識ベースとして Twitter を利用した雑談対話

機能の実装を行った。発話に関連するツイートを継

続対話の応答文としての評価値に基づきランキング

し、最上位を応答文として使用することで、雑談対

話において重要となる主題の展開および継続性を持

った対話を実現できる可能性を確認した。今後の課

題としては、(1)Twitter からの抽出ではなく、

Hermes で行われた記録からの応答も追加する、(2)

システム利用者の属性値を含んだ応答を返すことな

どがあげられる。 
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